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来
る
平
成
二
十
一
年
十
一
月
八
日（
日
）、

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
に
於
い
て
、「
第

四
回
日
本
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

致
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
守
り

た
い
日
本
の
食
文
化
』
で
す
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
若
い

時
か
ら
充
実
し
た
年
の
重
ね
方
を
考

え
る
事
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
に
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い

る
食
文
化
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
美

し
く
健
康
で
い
る
た
め
に
、
現
代
社
会

に
合
っ
た
方
法
で
、
そ
れ
ら
を
取
り
入

れ
る
事
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
第
一
部
は
、
講
師
に
特
定
非
営
利
活

動
法
人
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
理
事
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
や

雑
誌
で
大
活
躍
の
朝
倉
匠
子
先
生
を

お
迎
え
し
、「
美
し
く
健
康
で
あ
る
た

め
の
食
生
活
～
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ

ン
グ
を
目
指
そ
う
～
」
と
題
し
講
演
を

し
て
頂
き
ま
す
。�

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
と
は
、

老
い
を
消
極
的
に
捉
え
な
い
で
、
若
さ

を
保
っ
て
積
極
的
に
年
を
重
ね
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
時
間
は
誰

に
で
も
平
等
で
、
人
は
誰
し
も
年
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。
最
近
は
老
化
防
止
、

若
返
り
の
方
法
等
の
情
報
が
多
く
出

回
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
上
手
に
取

り
入
れ
て
、
無
理
な
く
努
力
を
重
ね
て

い
く
事
が
「
ス
テ
キ
な
年
の
重
ね
方
」

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
食
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
日
本
の
食
生
活
を
中
心
と
し
た
新
し

い
エ
イ
ジ
ン
グ
」
に
つ
い
て
提
案
し
て

頂
き
ま
す
。
大
人
に
も
人
生
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
学
び
が
必
要
で
す
。
と
も

に
学
び
ま
し
ょ
う
！

　
第
二
部
は
、「
健
康
管
理
士
た
ち
と

東
京
を
食
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
参

加
型
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。
大
都
市
東
京
に
お
い
て
も
、

多
く
の
伝
統
的
食
材
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。「
東
京
で
食
材
？
」
と
違
和

感
を
感
じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
東
京
に
も
意
外
に
農
家
は

多
く
、
野
菜
栽
培
を
中
心
と
し
た
生

産
額
は
年
間
三
百
億
円
近
く
に
も
上

っ
て
い
ま
す
。
安
心
で
新
鮮
な
食
材

を
得
る
た
め
に
、
東
京
で
生
産
さ
れ

る
食
材
の
安
全
性
や
食
料
自
給
率
、

環
境
に
優
し
い
食
材
に
つ
い
て
勉
強

し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

　
今
回
は
、
行
政
で
食
材
の
生
産
に
携

わ
っ
て
い
る
農
林
水
産
省
関
東
農
政

局
消
費
生
活
課
長
の
坂
本
里
美
氏
、
農

業
の
現
場
で
食
材
の
生
産
に
携
わ
っ

て
い
る
Ｊ
Ａ
の
方
、
健
康
管
理
士
一
般

指
導
員
で
あ
る
羽
鳥
冬
子
氏
と
一
緒

に
、
食
材
の
レ
シ
ピ
を
交
え
な
が
ら
食

の
安
全
性
と
食
文
化
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。�

　
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

 

「
第
四
回
　

日
本
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催！！

 

主
催:

日
本
成
人
病
予
防
協
会
　
共
催:

東
京
都

 

後
援:

農
林
水
産
省
・
内
閣
府（
予
定
）・
文
部
科
学
省（
予
定
）・
厚
生
労
働
省（
予
定
）

第4回日本の食育セミナー

日　時：平成21年11月8日(日)
　　　 13：00～16：00（受付開始12：30）�
主　催：日本成人病予防協会�
共　催：東京都�
後　援：農林水産省・内閣府（予定）�
　　　　文部科学省（予定）・厚生労働省（予定）

会　場：東京都庁第一本庁舎　5階大会議場
参加費：無料�
定　員：500名（希望者多数の場合は抽選）�
締　切：平成21年10月20日（火）�

第1部　講演「美しく健康であるための食生活�
　　　　　　　～アクティブ・エイジングを目指そう～」
　　　　講師：朝倉 匠子 先生�
第2部　参加型パネルディスカッション
      「健康管理士たちと東京を食べよう」

パネリスト3名とコーディネーターによる食材の
安全性や食料自給率についてのパネルディスカッ
ションを行います。会場の皆様との意見交換も予
定しております。

＜パネリスト＞�
行政で食材の生産に携わっている方･･･坂本　里美　氏（農林水産省）
農業の現場で食材の生産に携わっている方･･･ＪＡの方（予定）
消費者代表･･･羽鳥　冬子　氏（健康管理士一般指導員）

「守りたい日本の食文化」概要

　
来
る
十
月
九
日(

金)

、
健
康
管
理
士

能
力
開
発
講
座
「
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
野
菜
・
果
物
の
魅
力
を
再
発

見
！
～
ト
マ
ト
を
食
べ
比
べ
て
み
よ

う
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

こ
の
講
座
は
、
野
菜
の
ソ
ム
リ
エ
で

お
馴
染
み
の
日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ

ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
の
協
力
の

も
と
、
シ
ニ
ア
・
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ

ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
の
武
田
由
季
先

生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
お
い
し
く

楽
し
い
野
菜
生
活
を
送
る
秘
訣
を
伝

授
し
て
頂
き
ま
す
。
武
田
先
生
は
企

業
を
は
じ
め
行
政
関
連
に
お
け
る
講

演
活
動
の
他
、
食
品
メ
ー
カ
ー
へ
の

レ
シ
ピ
提
案
や
コ
ラ
ム
連
載
等
多
方

面
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
当
日
は
複
数
の
ト
マ
ト
を
用
意
し
、

食
べ
比
べ
を
す
る
予
定
で
す
。
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
ト
マ
ト
に
出
会
え
る

こ
と
間
違
い
な
し
で
す
！！
普
段
何
気

な
く
接
し
て
い
る
野
菜
や
果
物
で
す

が
、
私
達
が
想
像
す
る
以
上
に
多
く
の

魅
力
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
意
外
と
知

ら
な
い
野
菜
や
果
物
の
魅
力
を
発
見

し
ま
せ
ん
か
？
レ
ッ
ツ
野
菜
生
活
！

「第4回　日本の食育セミナー」申込書

資格番号 Ｈ- お名前

住所
〒

電話番号（平日日中の緊急連絡先） （　　　　　　　　　　）

キリトリ線

健
康
管
理
士
能
力
開
発
講
座

 

日  時：平成21年10月9日(金)�
　　　　19：00～21：00　全1回
会  場：日本ベジタブル＆フルーツマイスター協会
　　　　渋谷第3教室(渋谷区道玄坂1-20-8　寿パークビル3F)
定  員：30名〈先着順・9/24（金）締切〉�
協　力：日本ベジタブル＆フルーツマイスター協会
受講料：3,000円(税込)　�
講　師：武田　由季先生（シニア・ベジタブル＆フルーツマイスター）

＜講座内容＞

～トマトを食べ比べてみよう～　　　」

●野菜・果物の選び方や保存の仕方
●旬のテーマ食材の食べ比べ
●野菜・果物の色々な品種�
●野菜・果物の個性をいかした食べ方�
　　　　　　　　　　　　などなど･･･

「知っているようで知らない野菜・果物の魅力を再発見！

能力開発講座「知っているようで知らない野菜・果物の魅力を再発見！」申込書

資格番号 Ｈ- お名前

住所
〒

電話番号（平日日中の緊急連絡先） （　　　　　　　　　　）

キリトリ線

健康管理士一般指導員　能力開発講座

　食育セミナー、能力開発講座のお申
込みは、左の申込み書を郵送または
FAX頂くか、ホームページのお申込み
フォーム、お電話にてお申込み下さい。

TEL：０３－３６６１－０１７５�
FAX：０３－３６６９－４７３３�
食育セミナーURL：www.japa.org/syokuiku/091108/
能力開発講座URL：www.japa.org/nouryoku/

*お申込み方法＊

<

朝
倉
　
匠
子
　
先
生
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル>

�

　
青
山
学
院
大
学
在
学
中
よ
り
、
Ｃ

Ｍ
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
。
そ
の
後
、

経
済
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
を
経
て
渡
米
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で
「
ジ
ェ
ロ

ン
ト
ロ
ジ
ー
（
加
齢
学
）
」
を
学
び
、

「
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

と
し
て
テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
メ
デ
ィ
ア

で
も
幅
広
く
活
躍
中
。�

　
「
エ
イ
ジ
ン
グ
革
命
」
等
の
著
書

を
出
版
す
る
と
と
も
に
、
心
理
学

の
専
門
家
と
も
連
携
し
な
が
ら
、「
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」
を
提
案
、

多
く
の
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
、
中
高
年
の
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
提
案
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
モ
デ
ル

と
し
て
も
、
変
わ
ら
な
い
美
し
さ
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
共
感
を
集
め

て
い
る
。
　
　
　�

�

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
野
菜
・
果
物
の
魅
力
を
再
発
見
！

 

～
　ト
マ
ト
を
食
べ
比
べ
て
み
よ
う
　～

 

開

 

催

 

決

 

定

 

！！

 



第80号　　　健康管理士ニュース　　　平成21年9・10月号 (2)

全
国
健
康
管
理
士
寄
稿
順不同
敬称略

健
康
管
理
士
会
よ
り

1 健康管理士養成指定校紹介第　　回●6
�東海学園大学（人間健康学部人間健康学科）

　養護教諭免許を取得する学生は当然ですが、健康関連企業に就職を希望する学生達に、職
についてからも自信を持って健康管理、健康教育の一端を担えるような資格を取得させた
いと思い、導入を決めました。
　資格取得に必要な科目の履修がほぼ終了する3年次の秋にテキストを購入させ、これまで
の講義内容を復習させるとともに、それぞれの講義内容を統合して欲しいと思っています。
ほとんどの学生は講義が終わればその内容を忘れてしまいますが、本資格を取得する学生
達は試験があるため、かなり真剣に復習し、試験に臨んでいます。関連科目の統合的理解の
チャンスになるとともに、教員採用試験の学習と重複し、助かっています。　　（石田先生）

仙台保健福祉専門学校（医薬科・医療情報管理科・医療秘書科・健康福祉科）

�������������

▼
静
岡
県
健
康
管
理
士
会

� 

去
る
六
月
二
十
日
（
土
）
、
静
岡
県
健

康
管
理
士
会
東
部
地
区
定
例
会
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
は
、
鼻
呼
吸
や
鼻
づ
ま

り
等
の
呼
吸
の
方
法
、
唾
液
の
作
用
や

歯
周
病
等
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
原
動

力
～
口
か
ら
始
ま
る
健
康
の
営
み
～
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
自
分

の
家
族
に
も
関
わ
る
の
で
、
貴
重
な
情

報
で
し
た
。

（
静
岡
県
健
康
管
理
士
会
　
寺
内
　
茂
）

�

▼
千
葉
県
健
康
管
理
士
会
東
葛
支
部

《
安
保
徹
医
療
特
別
講
演
会
》

日
時･･

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
五
日
（
日
）

     

午
後
一
時
開
場
・
一
時
十
五
分
開
演

開
場･･

柏
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

会
費･･

千
円
／
定
員･･

五
百
名
（
達
し
次
第
締
切
）

後
援･･

柏
市
教
育
委
員
会
・
流
山
市

第
一
部･･

安
保
徹
　
医
療
特
別
講
演
会

第
二
部･･

心
に
染
み
入
る
大
正
琴

第
三
部･･

脳
リ
ラ
ッ
ク
ス
健
康
法

申
込
み･･

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
７-

３
３
５-

１
８
０
０

　
　
　E-mail minimariko@nifty.com

　
参
加
希
望
の
方
は
、
前
記
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
お
申
込
み
下
さ
い
。

お
支
払
い
は
下
記
口
座
に
郵
便
振
込
に

て
ご
入
金
下
さ
い
。（
振
込
み
受
領
書
が

当
日
の
入
場
券
と
な
り
ま
す
。）

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　
１
０
５
７
０-

１
１
２
２
７
８
０
１

名
義
人
　
オ
ノ
マ
リ
コ

（
千
葉
県
健
康
管
理
士
会
東
葛
支
部
長
　
青
木
　
功
夫
）

▼
愛
知
県
健
康
管
理
士
会

 

去
る
六
月
十
四
日
（
日
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

愛
知
県
健
康
管
理
士
会
の
設
立
総
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
九
名
を

含
む
三
十
七
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

諸
審
議
を
全
会
一
致
で
承
認
可
決
し
ま

し
た
。
議
事
の
後
、
岐
阜
大
学
大
学
院
藤

田
先
生
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、
日
本
成

人
病
予
防
協
会
鈴
木
部
長
よ
り
「
資
格

の
活
か
し
方
」
と
題
し
、
記
念
講
演
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
予
防
医
学
普
及
の
大

切
さ
、「
今
一
歩
の
踏
み
出
し
」
の
大
切

さ
を
熱
く
お
話
頂
き
、
参
加
者
一
同
感

動
致
し
ま
し
た
。
健
康
管
理
士
の
資
格

を
生
か
し
て
、
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

（
愛
知
県
健
康
管
理
士
会
会
長
　
戸
松
　
義
明
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
２-

３
０
１-

６
６
４
０

�

▼
東
京
都
杉
並
区
健
康
管
理
士
会

　
来
る
九
月
二
十
一
日
（
月
）
、
午
後
一

時
半
か
ら
四
時
ま
で
、
杉
並
区
・
阿
佐
ヶ

谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
食
育

調
理
実
習
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
と

免
疫
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
を
行
う
「
健
康

管
理
士
の
た
め
の
食
育
料
理
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。
　�

　
健
康
管
理
士
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
資
格

取
得
を
お
考
え
の
方
や
一
般
参
加
者
、
男

性
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
！

費
用
：
二
千
円
（
材
料
費
、
テ
キ
ス
ト
代
実
費
と
し
て
）

申
込
み
：
九
月
十
五
日
（
火
）
ま
で
に
、
Ｈ

Ｐ
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
お

申
込
み
下
さ
い
。（
定
員
は
十
二
名
で
す
。）

Ｈ
Ｐ
　http://health.kenmi.net/

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０-

５
６
４
５-

６
３
０
２
（
小
池
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３-

５
９
２
９-

１
５
７
７

（
東
京
都
健
康
管
理
士
会
代
表
　
金
岡
　
健
二
）�

�

▼
北
東
京
健
康
管
理
士
会

　
当
会
は
、
足
立
区
、
葛
飾
区
、
荒
川
区
、

北
区
の
健
康
管
理
士
が
月
一
回
情
報
交

換
や
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
過

去
二
ヶ
月
は
、「
転
ば
な
い
た
め
の
歩
き

方
」
、「
分
子
栄
養
学
」
の
テ
ー
マ
で
講

演
を
行
い
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
一
緒
に
学
び
、
活
動
で
き
る
方
、
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
北
東
京
健
康
管
理
士
会
　
宮
地
　
宏
彰
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-

３
４
２
７-

４
８
７
２

E-mail h.miyachi@t.vodafone.ne.jp

▼
健
康
管
理
士
東
京
Ｏ
Ｐ
会

　
毎
月
第
二
土
曜
日
、
午
後
二
時
か
ら
新

宿
を
中
心
に
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

来
る
九
月
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
半
か

ら
、「
免
疫
力
ア
ッ
プ
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
打
ち
勝
と
う
！！
」
と
題
し
、
板
橋
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）
、
二

十
八
日
（
土
）
に
は
「
板
橋
健
康
ネ
ッ
ト

博
」
に
東
京
Ｏ
Ｐ
会
と
し
て
体
験
型
の

ブ
ー
ス
で
参
加
し
ま
す
。
資
格
を
活
か

し
て
活
動
し
た
い
方
、
ま
た
当
日
お
手

伝
い
の
で
き
る
方
、
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
知
識
、
経
験
を
活
か

し
て
一
緒
に
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
管
理
士
東
京
Ｏ
Ｐ
会
　
村
田
　
淑
恵
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-

３
０
４
１-

７
１
５
４

E-mail  y4-patora-murata@docomo.ne.jp

�
▼
兵
庫
県
健
康
管
理
士
会

　
去
る
六
月
二
十
八
日
（
日
）、
ベ
タ
ー
ミ

ズ
ヨ
ガ
ソ
サ
エ
テ
ィ
所
属
講
師
の
瀬
脇

先
生
を
お
招
き
し
、「
主
役
は
自
分
　
決

し
て
あ
き
ら
め
な
い
～
こ
こ
ろ
の
や
す

ら
ぎ
を
生
み
出
す
ヨ
ー
ガ
！
～
」
と
題
し

て
、
ヨ
ガ
の
実
演
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
話
を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
実
演
は
、

大
変
好
評
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ
と
時

を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

 

当
会
で
は
、
毎
月
第
四
日
曜
日
に
健
康

講
座
「
は
じ
め
の
一
歩
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
勉
強
や
活
動
の
場
を
求
め
て
い
る

方
、
資
格
を
活
か
し
た
い
方
、
交
流
の
場

を
求
め
て
い
る
方
、
是
非
一
緒
に
活
動
し

ま
し
ょ
う
。
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  

（
兵
庫
県
健
康
管
理
士
会
　
事
務
局
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
９
８-

７
０-

０
２
４
１

E-mail hyogo@healthcare.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://hhsn.jp/

▼
神
奈
川
県
健
康
管
理
士
会

　
来
る
九
月
二
十
日
（
日
）
、
会
員
の
折

原
三
津
江
氏
が
「
ビ
タ
ミ
ン
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
す
。
当
会
で

は
、
県
内
に
支
部
を
多
く
作
り
、
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

神
奈
川
県
近
郊
の
方
、
是
非
活
動
に
ご

参
加
下
さ
い
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
神
奈
川
県
健
康
管
理
士
会
　
斉
藤
　
正
弘
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
６-

２
４
１-

１
８
９
９

E-mail kanagawa@healthcare.or.jp

�

▼
埼
玉
県
健
康
管
理
士
会

　
去
る
七
月
四
日
（
土
）
、「
小
学
生
の

食
育
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
定
例
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
十
数
名
の
会
員

か
ら
種
々
の
意
見
や
情
報
が
出
て
、
大

変
盛
り
上
が
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
毎
月
第
一
土
曜
日
の
午
後
一
時
よ
り
、

川
口
市
西
公
民
館
に
て
定
例
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
聞
い
て
帰
る
だ
け
で
も

結
構
で
す
。
皆
様
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

（
埼
玉
県
健
康
管
理
士
会
広
報
部
長
　
平
方
　
睦
男
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０-

３
４
１
４-

３
６
９
３

E-mail mm2512@ezweb.ne.jp

�

▼
山
口
県
健
康
管
理
士
会�

�

　
来
る
十
一
月
十
五
日
（
日
）
、
午
前
九

時
か
ら
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
、

今
年
度
も
健
康
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。�

テ
ー
マ
は
循
環
で
、
氏
本
さ
ん
の
講
演
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
、
検
査
値
の
見
方
等

の
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　
当
会
で
は
、
資
格
を
活
か
せ
る
場
を

積
極
的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
次
回

の
集
会
は
、
九
月
二
十
七
日
（
日
）
午
後

一
時
か
ら
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
す
。
ほ
す
ぴ
を
ご
持
参
下
さ
い
。

（
山
口
県
健
康
管
理
士
会
　
藤
本
　
富
子
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-

２
８
６
７-

０
６
１
３

�

▼
秋
田
県
健
康
管
理
士
会

　
去
る
七
月
二
十
日
（
月
）
、「
足
の
悩

み
解
消
セ
ミ
ナ
ー
中
級
編
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
予
定
以
上
の
方
々

に
参
加
し
て
頂
き
、
大
変
盛
況
に
会
を

催
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
下

さ
い
ま
し
た
健
康
管
理
士
の
方
、
並
び

に
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
方
々
に
感
謝

致
し
ま
す
。

　
来
る
九
月
二
十
三
日
（
水
）
の
秋
分
の

日
に
、「
足
の
悩
み
解
消
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
致
し
ま
す
。
場
所
は
、「
ゆ
と
り
生

活
創
造
セ
ン
タ
ー
遊
学
舎
」
で
午
後
二

時
よ
り
の
開
催
で
す
。
参
加
希
望
の
方

は
、
是
非
ご
連
絡
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。

（
秋
田
県
健
康
管
理
士
会
　
佐
々
木
　
聡
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０-

３
１
４
０-

９
８
８
３

�

▼
大
分
県
健
康
管
理
士
会
設
立
準
備
委
員
会

　
少
人
数
な
が
ら
大
分
県
健
康
管
理
士

会
設
立
準
備
委
員
会
の
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
門
戸
を
広
く
開
け
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。
お
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局
須
藤
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０-

４
４
８
３-

６
８
６
３

Ｈ
Ｐ
　http://www7.plala.or.jp/kenkousikai/

（
大
分
県
健
康
管
理
士
会
設
立
準
備
委
員
会
　
薬
師
寺
　
正
猛
）

健
康
管
理
士
会
発
足
式
の
ご
案
内�

▼
鹿
児
島
県
健
康
管
理
士
会
設
立
準
備
委
員
会

　
去
る
六
月
二
十
日
（
土
）
、
当
会
初
め

て
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
梅
干
ツ
ア
ー
」

を
行
い
ま
し
た
。
地
元
紙
の
事
前
紹
介
で

二
十
七
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
盛
況
で

し
た
。�

　
車
中
で
は
、
健
康
に
関
す
る
話
や
梅
干

の
健
康
効
果
等
の
講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。

優
良
梅
園
で
南
高
梅
を
各
自
三
キ
ロ
収

穫
し
、
子
ど
も
と
大
人
が
交
流
を
深
め
な

が
ら
の
梅
の
塩
漬
け
作
業
で
は
、
歓
喜
の

声
が
響
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
ま
た

参
加
し
た
い
と
い
う
好
意
的
な
激
励
を

頂
き
成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

 

ま
た
九
月
二
十
七
日
（
日
）、
午
後
三
時

か
ら
六
時
ま
で
鹿
児
島
県
健
康
管
理
士

会
の
発
足
式
を
ハ
ー
ト
ピ
ア
に
て
行
い

ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

（
鹿
児
島
県
健
康
管
理
士
会
設
立
準
備
委
員
会
　
緒
方
　
祥
之
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０-

３
９
９
０-

３
０
１
５
（
亀
田
）�

����������������

健
康
管
理
士
会
設
立
準
備
委
員
会
よ
り

★

＜講座の様子＞

　学生が健康について自発的に学習する機会として健康管理士の受講を決め、なおかつ資
格を取得でき、就職に繋がればと思い導入しました。学生自身が、得た知識や情報を家族・
職場・地域の人々に伝えられたら素晴らしいと思います。
　テキストは見やすく、学生にとって分かりやすいので、学校のテキストと併用して講義を進
めており、専門科目以外の教科であっても健康に対して興味を持つきっかけになりました。健
康福祉学を学ぶ学生にとって非常に理解しやすく、また高校の「保健」の教科書からの繋がり
もあったので、学生にとって全く新しい分野に取り込むという緊張感を与えず、「健康を守る
ためにどのような知識が必要であるか」の導入や動機付けができました。　　　　（高橋先生）

《
連
絡
先
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
》�

◆
大
阪
府
健
康
管
理
士
会�

〒
５
９
８-

０
０
０
７

泉
佐
野
市
上
町
二-

七-

十
一
　
和
菓
子
店
花
く
る
み
内�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
２-

４
６
４-

８
７
９
３�

�《
代
表
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
》�

◆
兵
庫
県
健
康
管
理
士
会�

新
代
表
　
秦
　
陽
一
　
氏�

〒
６
６
２-

０
８
６
８

西
宮
市
中
屋
町
七-

六-

二
○
五
　
住
岡
様
方
（
事
務
局
）�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
９
８-

７
０-

０
２
４
１�

　
去
る
七
月
二
十
二
日
（
水
）
、
二
十

三
日
（
木
）
、「
さ
い
た
ま
新
都
心
夏
休

み
子
ど
も
見
学
デ
ー
」
に
出
展
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
関
東
農
政
局

が
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
よ
う
に
、
食
や
農
業
に
つ
い
て
展

示
や
講
座
を
行
う
も
の
で
す
。�

　
当
協
会
で
は
、「
う
ん
ち
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
と
い
う
教
材
、
食
育
活
動
、
健
康

管
理
士
等
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ミ
ニ
講
座
で
は
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
を
行
い
、
多
く
の
親
子
が
熱

心
に
参
加
し
て
下
さ
り
、
体
の
仕
組
み

に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
っ
た
様
子

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
新
都
心

夏
休
み
子
ど
も
見
学
デ
ー

＜ミニ講座の様子＞

出
展
し
ま
し
た

＜梅干ツアー�

　　　の様子＞

↑

→

　
去
る
六
月
十
四
日
（
日
）
、
第
一
回
「
健

康
管
理
士
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
の
部
で
は
、
講
師

の
解
説
を
も
と
に
「
ほ
す
ぴ
」
を
皆
で
勉

強
し
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
い
解
説
で
、

よ
り
深
く
理
解
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
有
酸
素
運
動
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

産
生
し
よ
う
と
い
う
事
で
、
浜
町
か
ら
浅

草
方
面
へ
都
内
散
策
を
兼
ね
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
歩
き
な
が
ら
の

お
し
ゃ
べ
り
は
、
健
康
管
理
士
仲
間
を
作

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
二
回
目
の
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
告
知

し
て
い
き
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。 

健
康
管
理
士 好

評
の
内
に
終
了
し
ま
し
た 

＜ウォーキングの様子＞

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座 



第80号　　　健康管理士ニュース　　　平成21年9・10月号 (4)

「
活
動
の
現
場
」

健
康
管
理
士
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

坂
部
恵
美
子
さ
ん
（
愛
知
県
）
　

　1960年は
　　　　　薬事法が定められた年

頭の体操「チャレンジ★ザ★クロスワード」

　答えを「ほすぴ」111号の研修問題の解答欄にご記入の上、9月25日(金)までにお送り下さ
い。正解者の中から抽選で3名様に、全身運動が可能で、跳び方を変える事により気になる
部分を鍛える事ができる「ジャンプロープ（なわとび）」をプレゼント致します。奮ってご応
募下さい。尚、前回の答えは「カンガルー」でした。抽選の結果、宮城県の戸倉浩之さん、千葉
県の小林貴光さん、栃木県の森谷和子さんが当選されました。おめでとうございます！

＜編集後記＞
　食欲の秋。何でも美味しく感じられる季節ですが、この食欲の正体は、実は夏か
ら秋の身体へ移行する際の体温調節と水分排泄がスムーズにいかず、胃酸過多になる
事からくるものだそうです。　�
　食事の始めに水や汁物を飲んでお腹を落ち着かせたり、食事をよく噛んで味わいな

がら、ゆっくりと食べる等食欲を上手にコントロールしましょう。　　（編　集　部）

　今年6月1日、改正薬事法が施行され、コンビニエンスストア等
でも、一般医薬品の販売をする事ができるようになりました。�
薬事法が定められた年は、一体どんな年だったのでしょうか？�

<ニュース>

●安保条約反対闘争
●チリ地震津波

皇太子夫妻に長男誕生・ローマオリンピック開催・のりたま発売
道路交通法施行・クレジットカード登場・石原裕次郎結婚

こんな年でした

1960年

カタカナで回答し、２重枠の文字を組み合わせて単語を完成させて
下さい。

＜よこのカギ＞

１．卸売市場で、卸売業者から生鮮食料品等を買い、一般小売業者
　　や飲食店などに市場内の店舗で販売する者。

２．日本では日本海に生息するカニ。冬が特に美味で別名｢えちぜん
　　がに｣とも呼ばれる「○○○ガニ」。

３．数十人が乗れるように座席を配置した大型の乗合自動車。

４．○○⇔吐く

５．今年生誕100年をむかえた「人間失格」「走れメロス」の作者。

６．物事の成立に必要な条件のこと。

７．決められた時間に遅れること。

８．元金⇔○○�
�
＜たてのカギ＞

① 枝豆をすりつぶしたペーストを使った東北地方の郷土菓子。

② 麻・わらなどをより合わせて作った、細長いひも。

③ 海に行って泳いだり、日光浴をしたりすること。

④ うろたえてあっちへ行ったりこっちへ来たりすること「○○○左往」。

⑤ 体形は馬に似ているが、馬より小さく、頭が大きく、耳が長い動物。

⑥ 夏の星座の代表格で、赤い「アンタレス」という星を有する星座�
　　「○○○座」。

⑦ 収納戸棚や調理台・ガス台・流し台などを組み合わせ、ひと続き　
　　のものとして作り付けた台所「○○○○キッチン」。 

　★ヒント★

秋の音色

気をつけよう

季 節 の病 気
  9-10月

～ 気 管 支 ぜ ん そ く ～

気管支ぜんそくとは？
　気管支ぜんそくの発作は、外界からの刺激に
より気管支にアレルギー反応が起こり、気道が
収縮し、空気の通りが悪くなって起こります。�
　重症の発作を起こすと死亡する事もあり、年
間に6,000人前後が死亡しています。年齢別に
見ると、男女とも15～29歳の若年層で増加し
ており、乳幼児の気管支ぜんそくも最近では著
しく増加しています。
　9～10月の終わりにかけての、ダニの死骸が
飛散したり、ブタクサ等の開花シーズンである
秋に1番多く発症します。

★　そ こ で！予 防!　★

　原因は？

　気管支ぜんそくは、気管支炎や激しい風邪をきっかけとして発症する事が多いため、
これらの病気には、日頃から注意してかからないようにしましょう。�

◆日常生活の注意　　　　　　　　　　　　　　　�

・こまめに洗濯や掃除をする。　　　　　　　・禁煙および煙の立ち込めた場所は避ける。
・休養や睡眠を十分に取る。　　　　　　　　・自分のアレルゲンを知り予防対策をとる。�
・換気を良くし、室内の空気を清潔に保つ。�
�
◆自己管理の仕方
・薬は自己判断で中止しない。
・症状悪化時に備え、前もって薬を処方してもらっておく。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
臨
床
検
査

技
師
と
し
て
病
院
に
勤
務
し
、
そ
の
後

健
診
セ
ン
タ
ー
や
企
業
で
健
康
相
談

員
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
経
験
を
持
つ

坂
部
恵
美
子
さ
ん
。
　�

 

現
在
は
、
介
護
予
防
教
室
の
体
操
の

講
師
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
愛
知
県
健

康
管
理
士
会
に
所
属
さ
れ
、
日
本
成
人

病
予
防
協
会
の
認
定
講
師
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

　
健
康
管
理
士
の
資
格
に
興
味
を
も
っ

た
き
っ
か
け
、
選
ん
だ
理
由
を
教
え
て

下
さ
い
。�

 

　
　�

　
私
は
臨
床
検
査
技
師
と
し
て
三
十
年

余
り
病
院
に
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
当

時
は
患
者
さ
ん
の
病
気
の
発
見
、
薬
の

効
果
、
病
状
の
良
し
悪
し
だ
け
を
気
に

し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、

本
人
自
身
が
病
気
に
な
る
前
の
色
々
な

症
状
や
異
常
値
に
気
付
い
て
い
る
が
、

た
い
し
た
事
は
な
い
と
簡
単
に
考
え
て

い
る
人
が
多
い
事
に
気
付
き
、
健
康
に

つ
い
て
も
う
少
し
関
心
を
持
っ
て
い
た

ら
、
病
気
も
軽
く
す
み
、
予
防
で
き
た
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。�

 

こ
れ
か
ら
は
健
康
管
理
、
予
防
医
学
が

自
分
や
周
囲
の
人
々
に
と
っ
て
非
常
に

大
切
な
事
で
は
な
い
か
と
考
え
、
き
ち

ん
と
学
べ
る
場
所
は
な
い
か
と
探
し
、

資
格
を
取
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。�

�

　
健
康
管
理
士
を
取
得
さ
れ
て
、
ご
自

身
の
活
動
に
役
立
っ
た
点
は
ど
の
よ
う

な
事
が
あ
り
ま
す
か
？
ま
た
、
お
仕
事

に
資
格
を
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

�

　
資
格
取
得
後
、
職
場
健
診
の
受
付
に

認
定
書
を
飾
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
、「
ほ
す

ぴ
」
で
最
新
の
情
報
を
仕
入
れ
、
改
め
て

勉
強
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
診
を
受
け

る
方
々
に
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、

病
気
の
予
防
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、

相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。
会
社
の
健
診

で
は
、
会
社
の
担
当
の
方
が
検
査
の
受

け
方
や
内
容
等
が
分
か
ら
な
い
事
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
私
が
健
康
管
理
士
の

資
格
が
あ
る
と
知
る
と
、
安
心
し
て
色
々

相
談
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
管
理
士
の
資
格
で
企
業

の
健
康
管
理
の
仕
事
に
も
就
き
ま
し
た
。

社
員
の
中
に
は
体
だ
け
で
な
く
、
心
も

病
ん
で
い
る
方
が
想
像
以
上
に
い
て
驚

い
て
い
ま
す
。
職
場
環
境
、
仕
事
内
容
、

家
庭
問
題
等
解
決
で
き
な
い
事
も
多
く

あ
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
産
業
医
と
相
談

し
な
が
ら
、
健
康
管
理
士
が
き
ち
ん
と

し
た
情
報
の
も
と
で
健
康
相
談
を
し
て

い
る
事
を
理
解
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

�

　
多
年
に
わ
た
る
臨
床
検
査
技
師
と
企

業
で
の
健
康
相
談
員
の
経
験
か
ら
、
健

康
に
暮
ら
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
ど

の
よ
う
な
事
で
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
？

　�　
健
康
に
暮
ら
す
た
め
の
三
本
柱
は
、「
食

事
、
運
動
、
睡
眠
」
だ
と
思
い
ま
す
。「
食

事
」
は
体
を
動
か
し
た
り
、
体
を
作
っ
た

り
、
生
活
す
る
上
で
と
て
も
大
切
で
す
。

「
運
動
」
は
筋
肉
や
骨
を
強
く
し
、
血
液

の
状
態
を
良
く
し
て
、
汗
を
流
す
事
に

よ
り
体
も
心
も
気
持
ち
良
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
「
睡
眠
」
を
し
っ
か
り
と
る
事
で
、

脳
や
体
を
休
め
る
だ
け
で
な
く
、
免
疫
力
、

成
長
ホ
ル
モ
ン
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

　
健
康
相
談
の
仕
事
の
中
で
、
三
本
柱

の
一
つ
で
も
欠
け
る
事
に
よ
っ
て
心
と

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
人
が
多
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　
認
定
講
師
と
し
て
講
演
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
講
師
と
し
て
活
動
す
る
き
っ
か
け

は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？
ま
た
、
活
動
し

て
い
て
感
じ
た
事
を
教
え
て
下
さ
い
。

�

　
以
前
か
ら
検
査
技
師
と
し
て
の
経
験

を
活
か
し
て
、
自
分
の
健
康
を
守
り
、
予

防
し
て
い
く
方
法
を
皆
さ
ん
に
伝
え
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
、

認
定
講
師
の
お
話
が
あ
り
、
思
い
き
っ

て
手
を
挙
げ
受
験
し
ま
し
た
。�

　
講
師
に
な
っ
て
最
初
の
講
演
会
は
、

参
加
型
の
講
演
会
を
企
画
し
、
心
配
し

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
皆
さ
ん
の
参

加
で
楽
し
い
講
演
会
が
で
き
、
講
師
に

な
っ
て
良
か
っ
た
と
感
激
し
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
い
つ
も
良
い
時
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
思
い
を
十
分

伝
え
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
相
手

の
質
問
に
十
分
に
答
え
ら
れ
な
く
て
落

ち
込
ん
だ
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
経
験
か
ら
、
相
手
に
興
味
を
持
っ
て

理
解
し
て
頂
く
に
は
、
さ
ら
に
幅
広
い

知
識
や
新
し
い
情
報
等
、
毎
日
の
勉
強

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

�

　
検
査
の
受
け
方
と
読
み
方
、
介
護
予
防

等
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
特
に
反
響
が
大
き
か
っ
た
講
演
内

容
は
ど
ん
な
も
の
で
し
た
か
？
ま
た
、
健

康
管
理
士
の
資
格
と
ど
の
よ
う
に
結
び

つ
け
て
お
話
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

�

　
以
前
、
高
齢
者
が
対
象
の
「
元
気
に
高

齢
期
を
迎
え
る
た
め
に
」
と
題
し
た
介

護
予
防
の
講
演
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

「
ほ
す
ぴ
」
一
○
九
号
の
表
情
筋
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
い
、
皆
さ
ん
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
、

顔
が
色
々
変
化
す
る
の
に
笑
い
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
後
ほ
ど
頂
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
老
化
は
自
分
だ
け
で
な
く
、

皆
同
じ
な
ん
だ
と
安
心
し
た
、
日
頃
の

健
康
管
理
の
参
考
に
し
た
い
等
の
回
答

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
　�

　
健
康
管
理
士
の
立
場
か
ら
、
皆
さ
ん

に
健
康
に
興
味
持
っ
て
、
意
識
し
て
頂

き
た
い
と
い
う
私
の
気
持
ち
が
通
じ
て
、

非
常
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
講
師
と
し
て
活
動
し
て
い
く
上
で
必

要
だ
と
思
わ
れ
る
基
礎
知
識
や
心
構
え
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
活
動
さ
れ
る
方
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

　
一
番
大
事
な
の
は
、
与
え
ら
れ
た
時

間
内
に
講
演
内
容
を
発
表
す
る
事
だ
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
経
験
か
ら
、
時
間

内
に
自
分
の
伝
え
た
い
事
を
話
す
の
は

大
変
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
時
間
内
に

う
ま
く
お
話
す
る
た
め
に
、
時
間
を
守

る
練
習
を
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。�

　
次
に
、
講
師
と
し
て
幅
広
い
知
識
の

必
要
性
を
感
じ
ま
す
。
自
分
の
目
、
耳
、

頭
で
調
べ
、
自
分
の
言
葉
で
話
す
事
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特

に
役
に
立
つ
の
が
、「
合
格
対
策
講
座
の

資
料
」
と
「
ほ
す
ぴ
」
で
す
。
話
し
方
に
つ

い
て
は
、
分
か
り
や
す
く
大
き
な
声
で
、

受
講
生
と
同
じ
目
的
を
持
っ
て
そ
の
時

間
を
共
有
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

　
健
康
管
理
士
と
し
て
、
今
後
は
ど
の

よ
う
な
方
向
性
で
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
お
考
え
で
す
か
？

�

　
最
近
、「
介
護
予
防
を
は
じ
め
よ
う
」

と
い
う
活
動
が
市
町
村
等
色
々
な
所
で

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
も
三
年
前
か
ら

西
尾
市
の
介
護
予
防
の
サ
ポ
ー
タ
の
一

員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
均
寿

命
は
世
界
一
を
誇
る
日
本
で
す
が
、
健

康
寿
命
は
ま
だ
平
均
寿
命
に
届
き
ま
せ

ん
。
健
康
管
理
士
の
資
格
を
活
か
し
、
健

康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、「
食
事
、
運
動
、

睡
眠
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
講
演
会
、

体
操
教
室
、
健
康
相
談
等
の
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

　
臨
床
検
査
技
師
、
健
康
相
談
員
の
経

験
を
活
か
し
て
、
精
力
的
に
活
動
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
坂
部
さ
ん
。�

　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
協
力
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
！

<社会福祉協議会での講演の様子>

<中学校での講演の様子>　

　症状は？

　発作的に起きる呼吸困難のため、ゼーゼー、ヒューヒューと胸で音（喘鳴）が聞こえ、軽い
段階でも激しく咳こんだり、胸が苦しくなり、重症の場合は窒息や心不全で死亡する事もあり
ます。発作は夜間から明け方が最も起こりやすく、昼間は比較的落ち着いています。

　アレルゲン（アレルギーを起こす原因物質）に接することが原因になります。アレルゲンに
は、ダニ、ほこり、ペットの毛、フケ、花粉、たばこの煙、排気ガス、ストレス、風邪等によ
る呼吸器感染症、気温や湿度の変化等様々なものがあります。 

気象の変化

たばこ等の煙

過度の
　ストレス

ペットの毛、フケ

ダニ・ほこり

発作が起きて狭くなった気管支

空気

元気な気管支
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